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文序

大阪府の南東部に位置する河内長野市は、豊かな自然に恵まれ、高野街道に

代表される和歌山や奈良へ向かう街道の要衝として発展してきた街です。この

ため、市内には数多くの文化財が残されています。

この様な河内長野市も、大阪市内への通勤圏に位置しているため、住宅都市

として発達してきました。この住宅開発がもたらした文化財や自然に対する影

響は大きなものがあります。特に、地下に眠る埋蔵文化財は、開発と直接的に

結び付く大きな問題です。

遺跡に託されている河内長野の先人達のメッセージである文化遺産を保護・

保存し、現在の、更には未来の市民へと伝えていくことは、現代に生きる私達

の責務であります。河内長野市に推いては、重要な課題である開発と文化財保

護との調和のため、開発に先立ち埋蔵文化財の発掘調査を実施し、その把握に

努めています。

本書は、発掘調査の成果を収録しています。皆様が先人達の残したメッセー

ジの一部でもある文化財に対するご理解を深めて頂くと共に、文化財の保護・

保存・研究するための資料として活用して頂ければ幸いです。

これらの発掘調査に協力して頂ました施主の方々の埋蔵文化財への深いご理

解に、末尾ながら謝意を表すものです。

平成18年 3月

河 内 長 野 市 教 育

教育長 福 田

会

行

員委

弘



例 口

1,本報告書は、平成17年度文部科学省の国庫補助事業として、河内長野市教育委員会

が実施した烏帽子形城跡 (E B S04-6)、 太白遺跡 (T H K04-1)、 上原中遺跡

(U H N05-1)、 小塩遺跡 (O S 005-2)、 烏帽子形城跡 (E B S05-4)、 三日

市北遺跡 (M I N00-5)の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、河内長野市教育委員会教育部社会教育課太田宏明 。同課嘱託職員小林

和美を担当者として実施した。

3。 本書の執筆は太田・小林が行い、編集は小林が行った。文責については太田が負う

ものである。

4.発掘調査及び内業整理については、下記の方々の参加・協力を得た。(敬称略)

荒田恵・池田和江・大塚美幸 。大西美智子 。大西京子・杉本裕子・武田隼希・平野

京美・柳光早矢香・平松由紀・山田直子 。廣瀬佑美・中村智佳・藤吉里香・酒井祐

介・湯浅敬子・河内長野市文化財ボランティア

5。 写真撮影は、遺構については大田・小林、遺物については太田が行った。

6。 発掘調査については下記の方々の協力を得た。 (敬称略)

和泉大樹、藤田哲也、喜多貞裕、毛受建築設計事務所、(株)ジ ヨーコーポレーショ

ン

7.本調査の記録は、写真・実測図等の記録及び、カラースライドを作成した。また出

土遺物については、市教育委員会で保管 し、一部は市立ふれあい考古館で展示 して

いる。広 く一般の方々に活用されることを望むものである。



例

1.本報告書に記載されている標高は、T,P.を基準としている。

2.土色については、「新版標準土色帖」2003年度版による。

3.平面測量基準は、国家座標第Ⅵ系による 5mメ ッシュを基準に実施したものである。

4.図中の北は、座標北である。

5。 本書の遺構名は、下記の略記号を用いた。

S△…杭列       SB… 掘立柱建物    SD… 溝・暗渠

SI…竪穴住居     SK… 土坑       SP… 遺物出土ピット

SW…石垣・石組・石列    SX… 落ち込み・不明   NV… 谷状地形

6。 遺構実測図の縮尺は、1/20・ V50・ 1/60・ 1/80・ 1/100・ 1/150・ 1/250である。

7.遺物実測図の縮尺は、土器1/4・ 石器2/3を基準としているが、遺物の状況により変

えている。

8.遺物名は、土師質土器を上師質、瓦質土器を瓦質、須恵質土器を須恵質と略称 し、

器種名を付 した。

9.遺物の断面は、土師器・土師質土器・漆器・石製品が白抜き、須恵器・瓦器 。瓦質

土器・須恵質土器・陶磁器が黒塗り、瓦 `木製品・金属製品が斜線である。

10。 遺物番号と写真図版の番号は一致する。
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第 1章 調査の状況

平成17年の文化財保護法93・ 94・ 96条による発掘届及び発掘通知の件数は、総数114件、

そのうち発掘届96件、発掘通知17件、新規発見通知 1件である。

今年の発掘届にみられる原因者の状況は例年並であったが、本発掘調査まで至ることは

少なかった。

第 1表 発掘届件数月別一覧表

平成16年度 平成17年度 徐数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

発掘届 (93条 ) 7 5 4 10 10 8 7 9 9 7 9 96

発掘通知 (94条 ) l 0 0 0 1 0 0 5 6 ９

留 l 1 17

発見届 (96条 ) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

発見通知 (97条 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第 2表 主な発掘・立会調査一覧表
遺 跡 名 調査期間 申 請 者 申請面積(r) 用 途 種別 Z分 備   考
西代藩陣屋跡
い」Tみ子千的生―R

H17.1.11～
1 lR

個人 108.60 個人住宅 発掘 国庫 遺構・遺物なし

西代藩陣屋跡
雨 nttnzL―と

H17。 1.11～

1 lR

lEl人 108.62 個人住宅 発掘 国庫 遺構・遺物なし

膳所藩代官所跡・

西高野街道

2005。 1.12 1固ノ( 259.85 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

三日市北遺跡
MIN04 12

H17.1.13～

3.31

河内長野市長 18000 道路 発掘 弥生時代の竪穴住
居跡、古墳時代の溝、
中世の落ち込みを

検出、弥生土器、古
墳時代の須恵器。中
世の瓦器が出土

鳥帽子形城跡
ETlttM-6

H17.1.14～
9と

日人 2528.44 宅地造成 発掘 国庫 本書掲載

烏帽子形城跡・

鳥帽子形八幡

神社遺跡
EBS04-7

H17.1。 19 (示ん帯帽十形
へ幡神社

2000.00 防災工事 発掘 遺構・遺物なし

喜多町遺跡
【T∩∩と―氏

H17.1.2 可内長野市長 413.00 下水道 立会 還移・還物 な し

高野街道
てVP位と,

H17.1.24 (有 )吉祥 90。74 店舗 発掘 這再・還物 な し

鳥帽子形城跡
ERS04-8

H17.1.26 (株)成旭 44822.05 宅地造成 発掘 遺構・遺物なし

三日市遺跡
MTC04-5

H17.2.3 1固ノ( 164。 16 lEl人住宅 立会 遺構・遺物なし

三日市北遺跡・

三日市宿跡・

高野街道
MIN04-13

H17.2.14 El人 336.14 テナン ト

ビル
究 掘 遺樽・遺物 な し

錦町北遺跡
くRヽJnzL―耳

H17.2.25 lEl人 99.53 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

上原遺跡
TTttpM-1

H17.3,7 (株)四国ツルカメ 3089.ll 休憩所 立会 遺構・遺物なし

三日市遺跡
MIC04-5

H17.3.14 回人 125.71 個人住宅 立会 遺構。遺物なし

太白遺跡
T百て04-可

H17.3.29 t硼信遅ホー泌 2869.47 分譲住宅 試掘 溝 を検出。瓦器、土

師器が出十

-1-



遺 跡 名 調査期間 申 請 者 申請面積(ド ) 用 途 瞳男J 区分 備   考
長池窯跡群
MK05-1

H17.4.4 個人 451.71 個人住宅 発掘 直襦・還物な し

三日市北這跡 H17.4.5 個人 285.68 テナント
ビル

立 会 直不再・還夕 な し

西高野街道
κVP∩氏-1

H17.4.7 個人 127.39 個人住宅 発掘 重構・遺物なし

菱子尻遺跡
HKS05-1

H17.4.19 南海不動産(株 ) 187,92 事務所 発掘 重構・遺物なし

西高野街道
KYR05-2

H17.4.19 個人 98.57 倉庫付店
舗

発掘 置構・遺物なし

喜多町遺跡
KTC05-1

H17.5.6 フアミティ
ホーム

`オ

朱Ⅲ
497.82 分譲住宅・

楢l14
発掘 畳構。遺物なし

三日市北遺跡
�IIN05-1

I117.5.10-

6.21

河内長野市長 18000.00 道路 発掘 中世の柱穴・土坑を

院出。古墳時代の須
憲器・中世の瓦器、土
稲配が出十

向野遺跡
W「KN05-1

H17.5,19 芝池建設 (株) 714.95 開発造成 発掘 量構・遺物なし

山代潜暉屋跡
NDH05-1

H17.5,23 個人 143.47 個人住宅 発掘 国庫 畳構・遺物なし

三日市北遺跡・

三日市宿跡・

高野街道
h/1TN∩氏-9

H17.5。25 個人 87,36 個人住宅 発掘 貴構・遺物なし

西高野街道
KYR05-3

H17.5。26 個人 284.78 兼用住宅 発 掘 這構・遺物なし

市山J泉還雰・

東高野街道

ICE05-1

H17.6。 9 1固ノ、 378.55 個人住宅 立会 置構・遺物なし

三日市遺跡
MIC05-1

H17.6.13 個人 1088.48

'占

有円巧終1劇

住宅

発掘 置構・遺物なし

上原泉還朋

UHE05-1
H17.6.23 I固ノに 1071.8ユ 店舗 発掘 脅を検出

馬隠子形城跡・

高野街道
EBS05-1

H17.6.27 I固 メゝ 216.34 倉庫 発掘 直不再・差朝閉な し

天野山金剛寺遺勘
KGT05-1

H17.7.4-
7.12

(宗 )天野山金

剛寺

l12.00 社寺 発掘 L世 の土 抗 を検 出。
肝汁の下、十界が出十

三 日市北遠跡

MIN05-3
H17.7.5～

3.31

Π内長野市長 747.05 自治会館 究 棚 亦生時代の落ち込み

を検出。古墳時代の須
恵器、弥生土器が出土

温谷遺明
SI005-1

H17.7.8 I固ノ( 185,67 個人住宅 発掘 遺構・遺物なし

上原東遺跡
UHE05-1

臣17.7.15 (株 )幸楽苑 1071.81 看板 発掘 庸を検出

小 吼還明 H17.8.12～

8.17

(有)アベックス 4990.53 分譲住宅 発 掘 由損時1ヽの須思器・土H巾

器、中世の瓦器が出土
刑ヽ猛還朋

OS005-1
H17.9.1～

10,7

ltlアペックス 4990.53 分譲住宅 発掘 百噴野代の仁居明、森

良時代の建物跡を検
出。古墳時代の上師器・

須恵器、奈良時代の土

師器・須恵器が出土
市HJ泉還跡
ICE05-2

H17.9.8 個人 180.03 個人住宅 発掘 置構。遺物なし

上原中遺跡
UHN05-1

H17.9.9 1固ノ( 1660.51 店舗 発掘 本書掲載

塩谷遺跡
ミT∩Oh―タ

H17.9。12 個人 171.98 個人住宅 発掘 ET再・逓朝閉な し

三 日市宿跡・

三 日市北遺跡

MIN05-4

H17.10,3-
10,31

河内長野市長 16000.00 再開発事来 発掘 臣卜のY叫運・道世の再・

著渠・土坑を検出、近
昨陶勝器・πが出十

烏帽子形城跡・

高野街道
ER帥 5-2

H17.10。 12 河内長野市水
道事業管理者
職蕗仕理考

210.30 水道 立会 巨碑・遷朝閉な し

小塩遺跡
OS005-2

H17.10.12～
1∩ 夕9

河内長野市教
育季昌会

4990.53 範囲確認 発掘 国庫
～
書掲載
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遺 跡 名 調査期間 申 請 者 申請面積(ぽ ) 用 途 筐男U Z分 備   考
朋
５．姫側

同

Ｍ

H17.10。 13 (株)福永建設 1073.00 宅地造成 発掘 直碑・還物 な し

善所藩代官所跡

乙ZH05-1
H17.10。 21 個 人 158.72 個人住宅 発掘 置構・遺靱なし

高野街道・

三日市遺跡
KYR05-4

H17.10.26 河内長野市水

道事業管理者
職務代理者

75.89 水道 立会 量構・遺物なし

天野山釜剛寺遺跡

KGT05-2
H17.10。 31 個人 133州 個人住宅 発掘 置構・遺物なし

日野観晋寺這跡
阿て T∩氏-1

H17,11.2 河内長野市長 400.00 下水道 立会 置構・遺物なし

米町東還跡
]KE05-1

H17.11.22 河内長野市長 87.80 下水道 立会 直樗・遣物な し

庚甲室遺顔

KSD05-1
H17.12.5 個人 201.73 個人住宅 翻 直碑 。還ワ な し

烏幅子形城跡
EBSC15-3

H17.12.12 河内長野市長 195,30 公衆便所 立会 直穂・還物 な し

流谷八幡神社遺跡
NTH05-1

H17.12.26 個人 324.92 個人住宅 発掘 国庫 置構 '遺物なし

局帽子形城跡
EBS05-4

Ll上も.1.上 0～
λR

河内長野市教
育季 目会

学術調査 発掘 国庫 本書掲載
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番号 文化財名称 種   類 時   代

1 長 野 神 社 遺 跡 社寺 室町以降

2 河 合 寺 遺 跡 社寺 平安以降

3 観 心 寺 遺 跡 社寺 平安以降

4 大 師 山 古 墳 古墳 古墳 (前期 )

5 大 師 山 南 古 墳 古墳 ? 古墳 (後期 )

6 大 師 山 遺 跡 集落 生産 弥生 (後期 ) 平安

7 輿 禅 寺 遺 跡 社寺 中世以降

8 烏帽子形人幡神社遺跡 社寺 室町以降

9 塚 穴 芭 墳 古墳 墳墓 古墳 (後期)近 世
長 池 窯 跡 群 生産 平安～近世

小 山 田 ユ 号 古 墓 墳墓 奈良

小 山 田 2号 古 墓 墳墓 奈良

延 命 寺 遺 跡 社寺 平安以降

天 野 山 金 剛 寺 遺 跡 社寺 噴墓 平安以降

日 野 観 音 寺 遺 跡 社寺 生産 縄文 平安～近世
地 蔵 寺 遺 跡 社寺 中世以降

(17) 岩 湧 寺 遺 跡 社寺 平安以降

五 ノ 木 古 墳 古墳 古墳 (後期 )

高 向 還 跡 集落 旧石器～中世

烏 帽 子 形 城 跡 城館 生産 中世～近世

喜 多 町 遺 跡 集落 縄文 古墳～中世
鳥 帽 子 形 古 墳 古墳 吉墳 (後期 )

末 広 窯 跡 生産 中世

塩 谷 遺 跡 散布地 縄文～近世

流 谷 人 幡 神 社 社寺 平安以降

蟹 井 淵 南 遺 跡 散布地 中世

蟹 井 淵 北 遺 跡 散布地 中世

28 天 見 駅 北 方 遺 跡 散布地 中世

29 千 早 口 駅 南 遺 跡 社 寺 中世

30 岩 瀬 薬 師 寺 遺 跡 社 寺 中世以降

31 清 水 遣 跡 散布地 中世

伝「仲 哀廟 J古 墳 古墳 ?

堂 村 地 蔵 堂 跡 社 寺 近世

滝 畑 埋 墓 墳墓 近世

中 村 阿 弥 陀 堂 跡 社寺 近世

東 の 村 観 音 堂 跡 社寺 近世

西 の 村 観 音 堂 跡 社寺 近世

清 水 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近世

滝 尻 弥 勒 堂 跡 社 寺 近世

(40) 宮 の 下 内 墓 墳 墓 古墳

41 宮 山 古 墳 古墳 古墳

g 山 遺 跡 集落 縄文 奈良
西 代 藩 陣 屋 跡 散布地 城跡 飛鳥～奈良 江戸
上 原 町 墓 地 墳墓 近世

45 惣 持 寺 跡 散布地 社寺 縄 文 奈良 嫌倉

栗 山 遺 跡 祭祀 中世～近世

寺 ケ 池 遺 跡 散布地 縄文

上 原 遺 跡 散布地 旧石器～近世

住 吉 神 社 遺 跡 社寺 近世以降

高 向 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

51 青 が 原 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

膳 所 藩 代 官 所 跡 城館 江戸

双 子 塚 古 墳 跡 古墳 古墳

菱 子 尻 遺 跡 散布地 社寺 縄文～近世

河 合 寺 城 跡 城館 中世

三 日 市 遺 跡 集落 古墳他 日石器～近世

日 の 谷 城 跡 城館 中世

高 木 遺 跡 散布地 縄 文

汐 の 山 城 跡 城億 中世

l10 山 城 跡 城館 中世

稲 荷 山 城 跡 城館 中性

回 見 城 跡 城館 中世

旗 蔵 城 隊 城館 中世

権 現 城 跡 城館 中世

天 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

葛 城 第 15経 塚 経塚 平安以降

加 賀 田 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

庚 申 堂 遺 跡 社寺 近世以降

69 石 仏 城 跡 城館 中世

佐 近 城 跡 城億 中世

旗 尾 城 跡 城鐘 中世

葛 城 第 16経 塚 経塚 平安以降

(73) 葛 城 第 18経 塚 経塚 平安以降

番号 文化財名称 種  類 時   代

(74) 葛 城 第 19経 塚 経塚 平安以降

(75) 笹 尾 塞 城館 中世

(76) 大 沢 塞 城館 中世

(77) 三 国 山 経 塚 経塚 平安以降

光 滝 寺 遺 跡 社寺 中世以降

(79) 猿 子 城 跡 城館 中世

80 蟹 井 淵 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

川 上 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

千 代 田 神 社 遺 跡 社寺 中世以降

同 野 遺 跡 集落 生産 縄文 平安～近世
古 野 町 遺 跡 散布地 中世

上 原 北 遺 跡 集落 中世

大 日 寺 遺 跡 社寺 古墳 墳墓 弥生～近世

8i 高 向 南 遺 跡 散布地 鎌倉

88 月ヽ 塩 遺 跡 集落 縄文～奈良

89 塩 遺 跡 集 落 古墳 (後期 )

90 尾 崎 遺 跡 集落 古墳～中世

ョ ウ ノ マ エ 遺 跡 城館 ? 中世

92 仁 王 山 城 跡 城館 中世

93 タ コ  ラ  城  跡 城館 中世

94 岩 立 城 跡 城館 中世

95 上 原 近 世 瓦 窯 生産 近世

市 町 東 遺 跡 散布地 弥生 中世
上 団 町 窯 跡 生産 近世

98 尾 崎 北 遺 跡 集落 古墳～中世

西 之 山 町 遺 跡 散布地 中世

野 間 里 遺 跡 集落 平安

尾 追 跡 散布地 中世

上 田 町 遺 跡 散布地 古墳 中世
上 原 中 遺 跡 散布地 古墳 中世
小 野 塚 遺 跡 墳 墓 中世

(105) 葛 城 第 17経 塚 経塚 平安以降

葉 堂 跡 桂寺 中世以降

107 野 作 遺 跡 生産 中世

108 寺 一死 遺 跡 集落 社寺 縄文 奈良 中世
(109) 鳩 原 遺 跡 散布地 中世

法 師 塚 古 墳 跡 古墳 古墳

1 山 上 講 山 古 墳 跡 古墳 古墳

12 西 浦 遺 跡 集落 古墳 中世 近世
13 地 福 寺 跡 社寺 近世

14 宮 の 下 遺 跡 集落 平安～中世

栄 阿 遺 跡 散布地 弥生 古墳 中世
16 阿 遺 跡 散布地 中世

(117) 太 井 遺 跡 散布地 縄文 中世
錦 町 北 遺 跡 集落 弥生 中世 近世

市 町 西 遺 跡 集落 縄文 中世
120 栄 町 南 遺 跡 集落 中世

栄 町 東 遺 跡 散布地 弥生 中世
楠 町 東 遺 跡 散布地 弥生

汐 の 官 町 南 遺 跡 散布地 弥生 奈良
汐 の 宮 町 遺 跡 散布地 中世

神 ガ 丘 近 世 墓 墳墓 近世

増 福 寺 社寺 中世以降

三 味 城 遺 跡 墳墓 城跡 中世 近世
松 林 寺 遺 跡 社寺 近世以降

129 昭 栄 町 遺 跡 散布地 中世

°
130 東 高 野 街 道 街道 平安以降

西 高 野 街 道 街 道 平安以降

'132 高 野 街 遭 街道 平安以降

上 原 東 遺 跡 散布地 弥生 中世 近世
地 蔵 寺 東 方 遺 跡 墳 墓 弥生 鎌倉
本 多 町 北 遺 跡 散布地 中世

下 里 町 遺 跡 散布地 古墳 中世
あ か し あ 台 遺 跡 散布地 近世

岩 瀬 北 遺 跡 集落 中世

岩 瀬 近 世 墓 地 墳墓 近世

昭 栄 町 東 遺 跡 散布地 ‐池跡 縄文 中世 近世
三 日 市 北 遺 跡 集落 縄文 弥生～中世

42 三 日 市 宿 跡 宿駅に伴う街並 中世～近世

上 田 町 宿 跡 宿駅に伴 う街並 中世～近世

滝 尻 遺 跡 散布地 古代縄文 中せ

市 町 北 遺 跡 散布地 中世

太 白 遺 跡 散布地 中世

)は地図範囲外

第 3表

・は街道につき地図上にはプロットせず

河内長野市遺跡地名表

-5-



-9-



第 2章 調査の結果

第土節 鳥帽子形城跡 (E B S04-6)

、(ヽtililli〕
」ゝささ!〔
ミヽ さヽ ヽヽミミさ:::::!´

1 概略

河内長野市の地形を概観すると市の南部を金剛葛城山地が東西にのび、その山地から派

生する丘陵と北へと流れる天見川・石川・石見川によって形成された河岸段丘と河川沿い

のわずかな沖積地で構成されている。従って市内の遺跡の多くは河岸段丘上に立地する。

鳥帽子形城跡が立地する烏帽子形山は標高182mを 測り、金岡↓葛城山地から北へ派生し

た丘陵の先端に位置し、南に広がる低地に突き出た様相を示す。さらに東側を天見川、西

側を石川が流れ、烏帽子形山の北東麓で合流し、鳥帽子形山は三方を河川によって囲まれ

ていることから地形的に要所であることが看取できる。また山の東側を京都と高野山を結

ぶ高野街道が南北に走り、西側では石川を挟んで和泉街道が走るなど交通面においても要

所であり、烏帽子形山は地形条件とあわせて中世城郭が立地する場所として最適であるこ

とが容易に推察される。

周囲には石川の対岸に栄町東遺跡、栄町遺跡、錦町北遺跡、太白遺跡が位置する。東側

の高野街道沿いには大日寺遺跡、喜多町遺跡が位置し、街道を約500m南下すると近世の

第 2図 調査区位置図(1/2500)
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宿場町として栄えた三日市宿跡に至る。

鳥帽子形城跡は鳥帽子形山の山頂部に位置し、昭和63年度に実施された山頂部の調査で

は主郭と考えられる場所から礎石建物が検出され、平成 2年度に実施された主郭の南東に

あたる斜面から中世の礎石建物、石垣、埋甕が検出されたが、山裾部の調査においては城

郭に関する遺構は検出されていない。

調査地は烏帽子形山の東麓の緩斜面上に位置し、標高は130～ 134mを測る。主郭など城

の中心部は新池を谷頭とする谷の北側に位置する。

本調査は宅地造成に先立ち実施した。調査は建物の基礎工事の切上の影響を受けるかど

うかを確認するため、確認調査坑を設定した。

2 調査の方法 と層序

調査区はトレンチを8ヶ所設定した。調査の方法は包含層直上まで機械掘削を行ない、

その後作業員による人力掘削、精査を行ったが第 5ト レンチを除いて遺構の検出には至ら

なかった。層序は各トレンチごとに以下述べる。

3 調査の結果
。第 1ト レンチ

調査区は2m× 2mの トレンチを設定した。基本層序は現地表から耕土 (層厚 10clll)、

床土 (層厚 5 cm)、 地山である。

遺構は検出しなかった。

遺物は磁器、土師質皿、土師質羽釜が出土したが、細片のため図化できなかった。

・第2ト レンチ

調査区は2.2m× 2mの トレンチを設定した。基本層序は現地表から耕土 (層厚15cm)、

床土 (層厚15cm)、 10Y R 7/8黄 橙色礫混じリシルト (層厚 5 cm)、 10Y R 6/4に ぶい責

橙色礫混じり細砂 (層厚15cm)、 地山である。

遺構は検出しなかった。

遺物は瓦器、陶器養、陶器碗、磁器、土師質胞烙が出土したが、細片のため図化できな

かった。

・第 3ト レンチ

調査区は2mX2mの トレンチを設定した。基本層序は現地表から耕土 (層厚20cln)、

床土 (層厚 5c14)、 10Y R 6/4に ぶい責橙色礫混じり細砂 (層厚 5 cm)、 地山である。

遺構・遺物ともに検出しなかった。
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・第 4ト レンチ

調査区は2m× 2mの トレンチを設

定 した。基本層序は現地表から耕土

(層厚20cm)、 床土 (層厚 5 cm)、 10Y

R6/4に ぶい黄橙色礫混 じり細砂

(層厚 5 cm)、 地山である。

遺構・遺物ともに検出しなかった。

。第 5ト レンチ (第 3図、図版 9)

調査区は2.9m× 2mの トレンチを

設定した。基本層序は現地表から耕土

(層厚40cm)、 10Y R 5/8黄橙色礫混

じり粗砂 (層厚 10cm)、 10Y R 6/2灰

黄褐色粗砂 (層厚 5 cm)、 地山である。

遺構は石組遺構と杭列を検出した。

遺物は須恵器、磁器皿、磁器碗、土

師質土器が出土したが、細片のため図

化できなかった。

第 3図 第 5ト レンチ遺構配置図および土層断面
実測図 (1/60)

1304m
B

①耕土
②10YR 5/8責褐色 礫混じり粗砂
③10YR 6/2灰黄褐色 粗砂

ド
∞
〇
・卜
Ь
ｐ

０

(1)杭列

[SAl](第 3図 )

SAlは調査区の東側で南北にのびる形で検出された。両端とも調査区外に続 くため詳

細は不明であるが、遺構の規模は検出長2.8mを 測る。主軸方向はN-2° ― Eである。

遺物は出土しなかった。

(2)石組遺構

[SWl](第 3図、図版 9)

SWlは調査区の中央で等高線に沿って緩やかに曲がる形で検出された。石はややまば

らに並んでおり、このSWlを境に東側は 1段下がつていた。両端とも調査区外に続くた

め詳細は不明であるが、遺構の規模は検出長2,9m、 幅0。 3m、 高さ0,15mを 測る。主軸方

向はN-14° 一 Eである。

遺物は出上しなかった。

・第 6ト レンチ

調査区は3.8m× 2.3mの トレンチを設定した。遺構・遺物ともに検出しなかった。

Ａ
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。第 7ト レンチ

調査区は2.5m× 2.3mの トレンチを設定した。遺構・

・第 8ト レンチ (第 4図、図版11)

調査区は長辺12m×短辺 8mの三角形の トレンチを

設定した。基本層序は現地表から盛土 (層厚 lm)、 耕

土 (層厚20cln)、 床土 (層厚 5 cm)、 7.5YR6/3に ぶ

い褐色礫混じり細砂 (層厚20cm)、 地山である。

遺物ともに検出しなかった。

0                  10crn

第 4図 出土遺物実測図遺構は検出されなかった。

遺物は中国製青磁碗 (1)、 瓦器、陶器、土師質羽釜が出上した。

4 まとめ

第 5ト レンチで検出した抗列と石組遺構は何らかの区画施設と思われるが、調査地が狭

小であるためその性格は不明である。周囲も含めて今後の調査例の増加が待たれる。

(小林 )
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第2節 太白遺跡 (T H K04-1)

第 5図 調査区位置図(1/2500)

1 概略

太白遺跡は石川左岸の氾濫原上に立地し、標高は100mを 測る。遺跡に南接して石川が

流れ、北西には段丘崖が迫り、その段丘上には栄町遺跡・錦町北遺跡・栄町東遺跡・栄町

南遺跡が広がる。錦町北遺跡では弥生土器が出土したほか、中世の石組や近世の屋敦地が

検出された。栄町南遺跡ではサヌカイトの剥片が出土したほか、中世の掘立柱建物が検出

された。このように石川左岸の太白遺跡周辺では弥生時代と中世の集落遺跡が点在してい

る。また東には京都と高野山を結ぶ高野街道が南北に走り、高野街道沿いに多くの遺跡が

存在する。南接する石川の対岸には弥生時代から近世の複合遺跡である大日寺遺跡や中世

の城館として著名な烏帽子形城跡が位置する。

調査地は比高約 4mの段丘崖が北西側に迫っており、氾濫原の中でも最も河川から離れ

た場所に位置する。

調査地は周知の包蔵地の範囲外であったが、宅地造成に伴い若干の試験調査が実地され

た。その結果、若子の遺構・遺物が発見され、字名から新規発見遺跡「太白遺跡」と命名

された。
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2 調査の方法 と層序

調査区はトレンチを5ケ所設定した。調査の方法は包含層直上まで機械掘削を行ない、

その後作業員による人力掘削、精査を行ったが遺構の検出には至らなかった。層序はトレ

ンチごとに述べる。

3 調査の結果
。第 1ト レンチ

調査区は1,3m× 5mの トレンチを設定した。基本層序は現地表から10Y R 5/2灰黄褐

色細礫混じり細砂 (層厚10cm)、 10Y R 5/3に ぶい責掲色細礫混じり細砂 (層厚10cm)、

2.5Y4/4オ リーブ褐色細礫混じリシルト (層厚10cm)、 10Y R 5/2灰黄褐色細砂混じり

粗砂 (地山)である。

遺構は検出しなかった。

遺物は瓦器、土師質土器が出上したが、細片のため図化できなかった。

。第 2ト レンチ (第 6図、図版11)

調査区は2.5m× lmの トレンチを設定した。基本層序は現地

表から10Y R 5/2灰黄褐色細礫混じり細砂 (層厚20cm)、 10Y
一

1

0                  10crn

R5/3にぶい黄褐色細礫混じり細砂 (層厚10cm)、 10Y R 5/6

黄褐色中砂混じり細砂 (層厚15cal)、 2.5Y4/4オ リーブ褐色細 第6図 出土遺物実測図

礫混じリシルト (層厚10cm)、 2.5Y4/3オ リーブ掲色細礫混じリシルト (層厚10cln)、

2.5Y3/3暗オリーブ褐色細砂混じリシルト (層厚15cm)、 10Y R 5/2灰責褐色極細砂混

じリシルト (地山)である。

遺構は検出しなかった。

遺物は土師質皿 (1)、 土師質土器が出上した。

・第 3ト レンチ (図版 1)

調査区は1,7m× 1.5mの トレンチを設定した。基本層序は現地表から10Y R 3/8暗褐

色中砂混じり細砂 (層厚20cm)、 10Y R 5/2灰黄褐色細礫混じり細砂 (層厚10cm)、 10Y

R5/3にぶい黄褐色細礫混じり細砂 (層厚10cm)、 2.5Y4/4オ リーブ褐色細礫混じリシ

ルト (層厚15c14)、 2.5Y4/3オ リーブ褐色細礫混じリシルト (層厚20cm)、 2.5Y3/3暗

オリーブ褐色粗砂混じリシルト (層厚15cm)、 10Y R 5/2灰黄褐色極細砂混じリシルト

(地山)である。

遺構は検出しなかった。

遺物は瓦器、土師質土器が出土したが、細片のため図化できなかった。
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・第 4ト レンチ

調査区は2mXlmの トレンチを設定した。基本層序は現地表から10Y R 3/8暗褐色

中砂混じり細砂 (層厚15cm)、 10Y R 5/2灰黄褐色細礫混じり細砂 (層厚 5 cm)、 10Y R

5/3にぶい黄褐色細礫混じり細砂 (層厚20cm)、 2.5Y4/4オ リーブ褐色中砂混じリシル

ト (層厚10cm)、 2.5Y3/3暗オリーブ褐色粗砂混じリシルト (層厚15cm)、 10Y R 5/2

灰黄褐色極細砂混じリシルト (地山)である。

遺構・遺物ともに検出しなかった。

・第 5ト レンチ

調査区は2.2m× 1.5mの トレンチを設定した。基本層序は現地表から盛土 (層厚 4 0cm)、

10Y R 5/2灰黄褐色細礫混じり細砂 (層厚10cm)、 10Y R 5/3にぶい黄褐色細礫混じり

細砂 (層厚10cm)、 2.5Y4/4オ リーブ掲色細礫混じリシルト (層厚10cm)、 2.5Y5/6黄

褐色細礫混じリシルト (層厚 5 cm)、 10Y R 5/2灰黄掲色細砂混じり粗砂 (地山)であ

る。

遺構・遺物とも検出しなかった。

4 まとめ

今回の調査では遺構の検出に至らず、遺物もわずかであるため遺跡の詳細は不明である

が、包含層を確認し遺物が出上したことから、石川の氾濫原に広がる遺跡の存在が明らか

になった。今後の調査例の増加が望まれる。 (小林 )
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第 3節 上原中遺跡 (U H N05-1)
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第 7図 調査区位置図(1/2500)

1 概略

上原中遺跡は石川左岸の中位段丘上に立地し、標高は137mを測る。北側に位置する上

原北遺跡では木炭窯を伴った中世の集落遺構が検出され、農耕以外の生業をもった集落で

あつたことが明らかになっている。南には上原遺跡、上原東遺跡が広がる。上原遺跡では

旧石器時代のナイフ形石器や、縄文土器が出上したほか、中世の掘立柱建物や井戸が検出

され西側の長池窯跡群とあわせて中世の集落の存在が想定されている。

本調査は店舗建設に先立ち実施した。調査は建物の基礎工事の切上の影響を受けるかど

うかを確認するため、確認調査坑を設定した。

2 調査の方法 と層序

調査区は長辺約 2m×短辺約 lmの トレンチを5ケ所設定した。調査地は既存建物の基

礎により大きく攪乱を受けていたため、地山面上面まで機械掘削し、その後精査を行なっ

たが、遺構は検出し得なかった。基本層序は現地表から盛土 (層厚20cm)、 掲灰色シルト

(層厚10cm)、 淡褐色シルト (層厚20cm)、 にぶい黄橙色細砂混じリシルト (地山)である。
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3 調査の結果 (第 8図、図版 9)

遺構は検出し得なかったが、第 1ト レンチの盛土中から土師質

皿 (1,2)が出土した。2点とも内面には柿釉を施釉し、底部

外面には糸切り痕が見られる。

4 まとめ

今回の調査では既存建物の攪乱を大きく受けていたため盛土中

から土師質皿が出上したのみであり、遺跡の詳細イま不明である。

だが当遺跡の周囲には申世の集落遺跡が広がつており、周囲の遺 第

跡も含めて今後の調査例の増加が望まれる。      (小 林)

n

3図 出土遺物実測国
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第 4節 小塩遺跡 (O S 005-2)
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1 位置 と環境

小塩遺跡は加賀田川と天見川合流地点の左岸、河岸段丘上に立地し、標高は120mを 測る。

調査地付近は西から東に向かって緩やかに傾斜し、調査地の東は比高約16mの段丘崖を

もって加賀田川の氾濫原へと続く。すなわち今回の調査地は加賀田川を見下ろす段丘の縁
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第 9図 調査区位置図 (1/2500)
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辺部に立地する。

本遺跡の南側には谷が東西にのびており、その谷筋に沿って国道371号線が走っている。

その谷を挟んだ南側には加塩遺跡と西浦遺跡が広がる。加塩遺跡では古墳時代の竪穴住居

1棟と掘立柱建物 3棟が検出され、竪穴住居から掘立柱建物に移行する過渡期の様相が確

認された。また土師器の焼成窯とみられる遺構も検出された。西浦遺跡では古墳時代末か

ら飛J鳥時代の掘立柱建物が 8棟検出されている。このように小塩遺跡周辺では段丘の縁辺

に沿う形で古墳時代から飛鳥時代の集落が広がっていたことが明らかになっている。

また加賀田川を挟んで対岸には古墳時代から中世の集落である尾崎北遺跡、平安時代の

大型建物が検出された尾崎遺跡、中世の城郭の関連遺跡とみられるジョウノマエ遺跡、掘

立柱建物とともに中世の瓦が多量に出土した加賀田神社遺跡など多くの遺跡が点在する。

2 遺跡の概要

当遺跡ではマンションや住宅建設に伴って発掘調査が実施され、小規模な調査ではある

が、調査成果が蓄積されている。その結果、古墳時代の遺構 。遺物を中心に縄文時代から

中世にかけての複合遺跡であることが明らかとなっている。以下、時代ごとに特記すべき

成果について記す。

縄文時代

98-1調査区では土坑やピット内から縄文時代早期の高山寺式とみられる押型文土器が

出上している。

91-2調査区では崩落土から縄文時代早期の押型文土器が出上している。

古墳時代

89-1調査区では竪穴住居が 1棟検出された。辺の残存長 4m、 平面プランが方形の住

居である。竪穴住居の南側では2間 ×2間の総柱の掘立柱建物が検出された。この建物は

柱の配置から倉庫の可能性が高い。これらの住居や建物は出土遺物から6世紀後半代と考

えられる。

91-2調査区では滑石製の子持勾玉が出上している。

飛鳥・奈良時代

98-2調査区では方形の掘形をもつ柱穴が検出された。また円面硯が出土しており、何

らかの公的施設であつた可能性が指摘されている。出土遺物から8世紀代と考えられる。

中世

89-1調査区では南北に走る溝が検出された。包含層からは瓦器の他、青磁や白磁も出

土 している。

今年度の調査地は当遺跡の中心部にあたり、押型文土器が出土 した98-1調査区と子持

勾玉が出上 した91-2調査区に挟まれた位置にあたる。
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3 調査 に至る経緯

本調査は小塩町366-1番地が宅地造成されることになり、原因者から市教育委員会に

事前協議があった。市教育委員会は当該地が周知の遺跡、小塩遺跡の範囲に該当するため

遺構の存在が予想され、予備調査を実施した。その結果、遺構 。遺物が確認され、原因者

と埋蔵文化財の取扱いについて協議した結果、切土範囲 (約 500ぜ )については記録保存

を実施することになり、市教育委員会が調査を実施することになった。平成17年 9月 1日 か

ら平成17年 10月 7日 まで調査を実施した (O S 005-1)。

その結果、古墳時代、飛鳥 。奈良時代の遺構が広範囲で認められたため、さらに国庫補

助により約85♂で遺物包含層及び遺構面の広がりを確認することを目的として調査を行な

った (O S 005-2)。 本報告では国庫補助により実施した05-2調査区の調査結果を主

として報告を行なう。

4 調査の方法 と層序

調査区は長辺17m× 短辺 5mの トレンチを設定した。

調査の方法は、近代の盛上、旧耕土、旧床土を機械掘削し、その後古墳時代の遺物包含層

を人力掘削、精査を行なった。

基本層序は1層 (旧耕土)2.5Y6/2灰黄色粗砂混じリシルト、 2層 (旧耕土)2.5Y

7/3浅黄色粗砂混じリシルト、 3層 (旧床土)2.5Y7/3浅責色シルト、 4層 (堆積層)

10Y R 7/2に ぶい黄橙色粗砂混じリシルト、 5層 (遺物包含層)10Y R 5/2灰 黄褐色細

砂混じリシルト、6層 (遺物包含層)2.5Y5/2暗灰責色細砂混じリシルト、7層 (地山)

10Y R 6/8明 黄褐色細砂である。

本調査区は遺物包含層が 2層あったため 6層上面で遺構面の検出を行ない、古墳時代の

遺構・遺物を検出した。さらに下層を確認するため、調査区北東部でトレンチ調査を行な

つた結果、地山上面で遺構面を検出し、遺構面が 2面あることを確認した。

0               5m

第10図 遺構配置図 (1/150)
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133.2m

坐________¬一―――――一――T――――――一二当
m

α .5YR 6/2灰黄色  粗砂混じリシルト (耕土)
⑫ .5Y 7/3浅 黄色  粗砂混じリシルト (耕土)
③2.5Y 7/3浅 黄色  粗砂混じリシルト (マンガン・炭化物を若干含む、床土)
④10YR 7/2に ぶい責橙色 粗砂混じリシルト (マ ンガン・炭化物を若千含む)
⑤10YR 5/2灰 責褐色 細礫混じリシルト (炭化物を多く含む)
③7.5YR 4/3褐色   細礫混じリシルト (マンガン・炭化物・焼上を含む)
⑦2.5YR 5/2暗灰黄色 細礫混じリシルト (炭化物を多く含む)

第11図 土層断面実測図 (1/50)
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133.7m

①10YR 3/3黒褐色 細砂混じリシルト

@7.5YR 3/3暗褐色 細砂混じリシルト
②7.5YR 4/3暗 褐色 細砂混じリシルト (炭化物・焼上のブロックを含む)

的すａ

○

0                        1m
|

2・ 3遺構実測図 (1/20)

-20-
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5 調査 の結果 (図版 1)

調査区は西から東に向かい緩

やかに傾斜 し、壁面が焼けた土

坑などが検出された。

(1)土坑

[SKl](第 12。 15図、図版13)

調査区の中央部北側で検出さ

れた。平面形は隅丸方形を呈し、

|    I   Rl

①7.5YR 4/3褐色 粗砂混じリシルト (1～ 2cul大の砂礫を多く含む)

遺構の規模は長軸1.14m、 短軸1.10m、

ある。

牲_T_¬__「_T―+――――――――――名
m

第13図 SXl遺 構実測図(1/20)

深さ0。 30mを測る。主軸方向はN-33° ― Eで

遺物はサヌカイト製の削器 (19)、 須恵器甕が出土した。

[SK2](第 12図 )

調査区の西端で検出された。平面形は楕円形を呈し、遺構の規模は長軸0,73m、 短軸

0.57m、 深さ0.20mを 測る。主軸方向はN-55° 一Wである。

遺物は土師器が出上したが、細片のため図化できなかった。

一

〇

―

と ___土 ___丸
7
こと_____」_____f」Ⅲ

10

9   セ

V

m

第14図 出土遺物実測図
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第15図 出土遺物実測図

[SK3](第 12。 15図、図版13)

調査区の南西隅で検出された。南側は調査区外へ続くが平面形は方形に近いと推定され

る。

遺構の規模は長軸1.28m、 残存短軸0,71m、 深さ0。 27mを測る。主軸方向はN-40°

一Wである。東側の壁が赤 く焼けており、埋土にも酸化焔で焼かれた明褐色の焼土や炭が

多く含まれていた。

遺物はサヌカイトの石核 (17)、 須恵器奏が出土した。

-22-



(2)落ち込み

[SXl]

調査区の南端で検出され、東側と南側は調査区外へと続く。遺構の規模は検出長11.00

m、 検出幅0.20～ 1,40m、 深さ0。 10mを測る。

遺物は須恵器、土師器、サヌカイトが出上したが細片のため図化できなかった。

(3)包含層 (第 14・ 15図、図版 9,■ 。13)

包含層からは弥生土器 (1～ 3)、 土師器甕 (4)、 形象埴輪 (5)、 須恵器転用円盤

(6)、 須恵器ネ蓋 (7～ 10)、 須恵器杯身 (11～ 15)、 サヌカイト製の石鏃 (16)、 サヌカ

イト製の削器 (18。 20)、 青磁碗、縄文土器が出土した。須恵器 (7～ 15)は陶邑編年Ⅱ

型式 3～ 5段階に相当すると考えられる。

′
～

ざ

峙
ん

ヴ

・
0               5m

第16図 第 1調査区 遺構配置図(1/150)

③
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第18図 第2調査区 遺構配置図(1/150)

6 周辺の調査

ここでは05-2調査区の調査に先立って実施された05-l調査区の調査結果について概

観する。

。第 1調査区 (第 16・ 17図、図版 2・ 9。 10。 12)

調査区は長辺16m×短辺13mの トレンチを設定した。遺構面はGL-0。 30mの地山面上

で検出した。遺構面の標高はA地点が133.20m、 B地点が133.30m、 C地点が133.34m

である。基本層序は1層 (旧耕土)10Y R 7/2に ぶい黄橙色粗砂混じり細砂、 2層 (旧

床土)10Y R 7/4に ぶい黄橙色細砂、3層 (遺物包含層)10Y R 7/4褐色粗砂混じり細

砂、 4層 (地山)10Y R 5/8黄褐色シルト混じり細砂である。

遺構面からは、古墳時代の遺構、遺物を検出した。

遺構は調査区北西部に集中し、包含層の遺物の出土傾向も同様であった。一方、南東部

は遺構 。遺物が希薄であり、後世に削平された可能性が考えられる。

包含層から須恵器杯蓋 (21～ 34)、 有蓋高杯蓋 (35)、 須恵器杯身 (36～ 45)、 土師器

高杯 (46。 47)、 須恵器高杯 (48～ 50)、 土師器甕 (51)、 須恵器甕 (52・ 53)、 瓦器、

磁器、陶器、サヌカイトが出土した。須恵器杯蓋 (21)は天丼部と口縁部の境ににぶい稜

‖幕⑥
s1l③。 乳
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第19図 第 2調査区

m

第20図 第 2調査区 SPl出 土遺物実測図
。第 2調査区 (第 18～22図、図版 2・ 10・ 13)

をもち大型の杯蓋である。一方、須恵器

杯蓋 (23)の天丼部はヘラ切 り未調整で

新しい様相を示す。従って全体的に須恵

器は陶邑編年Ⅱ型式 3～ 5段階に相当す

ると考えられる。

調査区は長辺15m× 短辺1lmの トレンチを設定した。遺構面はGL-0。 40mの地山面上

で検出した。遺構面の標高はA地点が132.98m、 B地点が132.66m、 C地点が132.62mで

ある。基本層序は1層 (旧耕土)2.5Y5/3黄褐色細砂、 2層 (旧床土)10Y R 6/3に
ぶい責橙色細砂、 3層 (遺物包含層)2.5Y6/4に ぶい黄橙色細砂、4層 (地山)10Y R

6/8明黄褐色細砂である。

遺構面からは、古墳時代、飛′鳥・奈良時代、近世の遺構、遺物を検出した。

古墳時代の遺構としては竪穴住居、ピット、土坑が検出された。竪穴住居 (S11)は
方形の平面プランを呈しており、規模は一辺約 4mであった。遺存状況は悪く、床面から10

cm程度残っていた。東辺にある焼土坑はカマドの残存遺構と思われる。遺物は土師器婉 (5

4)、 土師器奏 (55)、 須恵器杯身 (56・ 58)、 須恵器杯蓋 (57)が出上したb土師器婉 (5

4)は住居内南側の床面に貼りついた状態で出土した。須恵器は陶邑編年Ⅱ型式 4段階に

相当すると考えられる。

民
F三
::::::::::::::::::::::::5ラ

710

万

第21図 第 2調査区 SXl出 土遺物実測図
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第22図 第 2調査区 包含層出土遺物実測図

飛′鳥・奈良時代の遺構としては、調査区北西端で落ち込み状の遺構 (SXl)を検出した。

調査区外へ続いていく様相であった。遺物は土師器皿 (60・ 61)、 須恵器重 (62)、 土師器

杯 (63)、 土師器甕 (64)が出上した。土師器皿 (60。 61)は平城Ⅲ型式に相当すると考

えられる。柱穴 (SPl)か らは口縁を下にした状態で土師器甕 (59)が出上した。 SP

2・ 3は堀形の平面形が方形を呈する大型の柱穴である。

近世の遺構としては、調査区南東隅で埋桶と石組を検出した。どちらも耕作用施設と考

えられる。

包含層からは須恵器杯蓋 (65)、 須恵器郭 (66・ 67)、 土師器甕 (68～ 70)、 土師器皿

(71・ 72)、 土師器杯 (73)、 土師器高杯 (74)、 チャート製の石鏃 (75)、 須恵器甕、土師

器羽釜、黒色土器、瓦器坑、サヌカイトが出土した。須恵器、土師器は飛鳥Ⅱ～平城Ⅲ型

式に相当すると考えられる。

。第 3調査区 (第 23・ 24図、図版 3・ 10。 13)

調査区は長辺 40m× 短辺 4mの トレンチと長辺12m×短辺 4mの トレンチをくの字に

つなぐ形で設定した。遺構面は北側でGL-1,00m、 南側でGL-0.50mの 地山面上で検

出した。遺構面の標高はA地点が132.74m、 B地点が132.78m、 C地点が133.40mである。

基本層序は 1層 (旧耕土)10Y R 5/3にぶい黄褐色細砂、 2層 (旧床土)10Y R 7/3に

0                                    20cm

―ミ骸鷺ぐ『
⇔

駐
＼
　
　
ヽ

Ａ
＝
附
川
Ｖ
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討 亀
型

ぶい黄褐色細砂、 3層 (堆積層)10Y R

7/2に ぶい黄橙色細砂、 4層 (遺物包含

層)10Y R 6/8明 黄褐色細砂、 5層 (地

山)7.5YR4/6褐 色シルトである。

遺構面からは、古墳時代の遺構、遺物

を検出した。

古墳時代の遺構 としては竪穴住居、掘

立柱建物、土坑が検出された。竪穴住居

(S12)は 西半部を検出したのみである

が、方形の平面プランを呈し規模は一辺

約 4mであった。遺存状況は悪 く、床面

から10cm程度残すのみであった。掘立柱

建物 (SBl)は 検出規模は 3間以上、

柱穴の平面形は不定円形であり、柱間は

1.5～ 1,8mを 測る。調査区は北に向かっ

て地山が傾斜 しており、北端と南端では

比高差が60cmに及び、標高が高い南半部

は遺構が希薄であった。

包含層から須恵器杯蓋 (76)、 須恵器杯

身 (77)、 須恵器器台 (78)、 サヌカイト

製の削器 (79)、 土師器、瓦器、陶器が出

上した。須恵器は陶邑編年Ⅱ型式 2～ 4

段階に相当すると考えられる。

・第 4調査区 (第 23図 )

調査区は 3m× 3mの トレンチを設定

した。表土直下で地山を検出し、遺構・

遺物は検出できなかった。

。第 5調査区 (第25・ 27図、図版 4・ 13)

調査区は長辺 5m×短辺 4mの トレン

チを設定した。遺構面はGL-0.40mの

地山面上で検出した。遺構面の標高はA

地点が133.60m、 B地点が133.50m、 C

地点が133.40mで ある。基本層序は 1層

x=-173810

古

く

ｒ

下

勢
型

第 3調査区

x=-1738rJ0

亀

引

引

瓢
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＝

x=-173850c

0                           1om

第23図 第 3・ 4調査区 遺構配置図 (1/250)
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第25図 第 5調査区 遺構配置図 (1/100)

0-m

第26図 第 6調査区 遺構配置図 (1/100)
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第24図 第 3調査区 出土遺物実測図

憮

サ

(旧耕土)10Y R 5/2灰黄褐色シルト、 2層 (床土)10Y R 5/6黄褐色粗砂混じり中砂、

3層 (遺物包含層)10Y R 4/6褐 色粗砂混じリシルト、 4層 (遺物包含層)7.5YR 7/

4にぶい橙色シルト、 5層 (地山)10Y R 5/8責褐色粗砂混じり粘上である。

遺構面からは、古墳時代の遺構、遺物を検出した。

徘
。
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第27図 第 5調査区 出土遺物実測図

包含層から須恵器杯身 (80)、 須恵器杯蓋 (81)、 瓦器婉 (82)、 サヌカイト製の石錐 (83・

84)、 土師器が出上した。須恵器は陶邑編年Ⅱ型式 3～ 4段階に相当すると考えられる。

・第 6調査区 (第26図、図版 4)

調査区は4m× 4mの トレンチを設定した。遺構面はGL-0.40mの 地山面上で検出し

た。遺構面の標高はA地点が133.93m、 B地点力S133,92m、 C地点が133.85mである。基

本層序は 1層 (旧耕土)10Y R 5/2灰 黄褐色シル ト、 2層 (旧耕土)2.5Y5/2暗灰黄

色粗砂混 じリシル ト、 3層 (床土)10YR 7/2に ぶい黄橙色粗砂混じリシル ト、 4層

(遺物包含層)7.5YR7/4にぶい橙色シルト、 5層 (地山)10Y R 5/8黄褐色粗砂混じ

り粘土である。

遺構面からは、古墳時代の柱穴を検出した。

包含層から須恵器、土師器、瓦器、サヌカイトが出上したが、細片のため図化できなか

った。

7 まとめ

今回の調査では、縄文～飛鳥・奈良時代と中世の遺構・遺物が検出でき、広範囲にわた

つて遺物包含層及び遺構面が存在することが明らかになった。特に05-1第 2調査区や第

3調査区は遺構の保存状況が良好であり、竪穴住居やピット、土坑などが検出できた。こ

れは周辺の調査結果とも符合し、古墳～飛鳥・奈良時代の集落が広範囲にわたって存在し

たことを改めて裏付けることとなった。一方、他の調査区より1段高い面にある第 1調査

区では地山上面まで浅く、遺構が希薄であった。しかし包含層から残存状態が良好な遺物
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がまとまって出上していることから、遺構が存在しなかったのではなく第 1調査区が立地

する面が全体的に削平された可能性が高い。以下、時代ごとに調査成果を概観し、若干の

検討を行なう。

縄文時代

遺構は検出しなかったが、05-2調査区において縄文土器が出上した。いずれも細片で

かつ表面の摩滅が著しいため所属時期などは不明であるが、胎土・焼成からみて縄文土器

と思われる。また同じく05-2調査区から出土したチャート製の石鏃は縄文中期末と考え

られる (註 1)。 この他、図化できなかったがサヌカイトの剥片が57点 出土 しており、土

器の出土量に対 して石器の出土量が多い点が指摘できる。05-2調査区では上層の遺構面

の調査にとどまり、下層の地山上面の遺構面は調査していないため、縄文時代の遺構の様

相は不明である。しかし05-2調査区の西側には高山寺式の縄文土器が出土した98-1調

査区が位置し、東側の段丘崖下の91-2調査区では段丘崖の崩落上の中から縄文土器が出

土していることから、今回の調査地付近に縄文時代の集落が存在した可能性が考えられる。

弥生時代

今回の調査では05-2調査からのみ弥生土器が出上した。今までの調査においても弥生

土器は98-1区から出土したのみであり、全体的に希薄である。

古墳時代

古墳時代は当遺跡において遺構・遺物量ともに最も増加する時期にあたり、今回の調査

でも古墳時代の遺物量が最も多かった。主な遺構としては05-1第 2・ 3調査区で検出し

た竪穴住居と掘立柱建物があげられる。竪穴住居はいずれも一辺 4mの方形であり、従来

の調査で検出された盟穴住居と大差はない。所属時期もS12は 不明であるが、S11は

6世紀後半であり従来のものとほぼ同時期である。したがつて南接する加塩遺跡・西浦遺

跡とあわせて広範囲に古墳時代の集落が存在したことが明らかになった。

また05-2調査区において形象埴輪の破片が出土したことから、調査地周辺に古墳が存

在した可能性が高い。

さらに05-2調査区において検出したSKlは壁面が焼けており、このような土坑は河

内長野市内の遺跡では検出例が多 く、土師器焼成遺構や木災窯と考えられている。南側の

加塩遺跡においても同様の遺構が検出されているが、小塩遺跡での検出は始めてである。

奈良時代

奈良時代の遺物は05-1第 2調査区から出土している。特に調査区北西隅のSXlか ら

まとまって出上しており、包含層の奈良時代の遺物も北西部からの出土が多かった。また
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SXlの東側にあるSP2・ 3は掘形の平面形が方形を呈する大型の柱穴であり奈良時代
の遺構と考えられる。

他の調査区では奈良時代の遺物の出土が希薄であったことや、奈良時代の硯が出土し方

形掘形をもつ柱穴を検出したことから何らかの公的施設の存在が想定される98-2調査区

や出土遺物の大半が 7世紀前半から8世紀中頃の遺物で占められていた96-1・ 3・ 4調

査区が第 2調査区の北西方向に位置することから、98-2調査区と第 2調査区の間に奈良

時代の何らかの施設が存在した可能性が指摘できる。

今回の調査では縄文時代から奈良時代にかけて従来の調査成果を裏付ける結果をえるこ

とができた。当遺跡は今後、宅地開発が行なわれる可能性が高い地域であり、調査の積み

重ねによって遺跡の様相が明らかにされると考えられる。 (小林 )

註 l 石器に関しては酒井祐介氏よりご教示をいただいた。
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第 5節 鳥帽子形城跡 (EBS05-4)

1 位置 と環境

烏帽子形城跡は、市内南部に位置する金剛・葛城山系より北方向に派生する烏帽子形山

の山頂部に位置する。烏帽子形山の標高は、182mであり、それほど高くはないが、部分

的に急な斜面を有する腰高い丘陵であり、市内を一望することができる。鳥帽子形山の西

側は石川が南西から北東へ向かって流れており、東側は天見川が蛇行しながら南から北ヘ

流れている。両河川は、烏帽子形山の】ヒ東300mで合流している。したがつて、南側を除

いた東 。西・北の3方向は、これらの河川に囲まれている。

烏帽子形城跡の東側裾部には、高野街道が南北に走つている。高野街道は烏帽子形城跡

の北 lkmの地点で、東高野街道と西高野街道が合流し一本化した後、この城跡に向かっ

て一度、西方向に折れた後、東方向に再び折れて、鳥帽子形城跡の南500mに ある近世に

宿場町として栄えた三日市宿跡へ至る。その後は、国境の紀見峠を越えて紀伊へ至る。

烏帽子形城跡の西山麓には和泉街道が走つており、両街道を押さえる交通の要衝に位置し

ているといえる。

周囲には、北方向に、栄町遺跡、栄町東遺跡、北東方向に大日寺遺跡、東方向に喜多町

遺跡、南東方向に上田町遺跡が、西方向にはやや離れるものの上原東遺跡が位置している。

南方向には小塩遺跡が位置している。

栄町遺跡 。栄町東遺跡は、弥生時代 。中世の遺物散布地であり、その性格については不

明な点が多い。大日寺遺跡は、これまでの調査で、弥生時代の溝、古墳、中世の墓、建物

跡などが検出されている。平成11年度の調査で検出した中世の墓からは、多くの12～ 13世

紀にかけての貿易陶磁が出上している。喜多町遺跡は古墳時代の集落遺跡であり、中世の

遺構・遺物も若干検出されているが、内容には不明な点が多い。上田町遺跡は、古墳時

代 。中世の遺物散布地であるが、遺跡の性格には不明な点が多い。上原北遺跡は、中世の

集落遺跡であり、平成 6年 と平成12年の調査によつて、14～ 15世紀にかけての掘立柱建

物跡群、災焼窯群などが検出されている。居住域と手工業生産域が一体となって位置して

おり、当時の集落の様相を窺う上で重要である。小塩遺跡は縄文～奈良時代の複合遺跡で

あり、古墳時代後期の集落遺跡が検出されている。

なお、烏帽子形城跡の北東 l kmの天見川の対岸には、河合寺城跡が、北東 4 kmに は金胎

寺城が位置している。
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2 遺跡の概要

烏帽子形城跡は、「高低差のある堀・土塁を効果的に配置し」、主郭と腰郭を一体的に防

御する点が特徴としてあげられている (河内長野市教委2001)。 城域は、東西200m、 南北

150mの規模を有する。

最高所を占める中心部には主郭が位置している。主郭の規模は東西15m、 南北50mであ

り、南北に細長い形状を呈している。この場所は、昭和63年度に発掘調査が行われており、

礎石建物が検出され、瓦、土師皿、土師器羽釜、瀬戸美濃の天目茶碗、貿易陶磁の白磁が

出土している。瓦は、平瓦と丸瓦が中心であり、若千の軒平瓦・掛丸瓦が出上している。

九瓦の凹面に残るコビキ痕はすべてAで、斜位に施されていた。また瓦当に残る軒平瓦の

文様はいずれも青海波紋であり、15世紀後半～16世紀前半の技術で製作されている。白磁

は、端反皿であり、16世紀第 3四半期のものである。瀬戸美濃の天目茶碗は、16世紀第 3

四半期のものである。羽釜は、土師質に焼成されており、顎部は直線的に立ち上がり、口

縁端部は内傾している。16世紀前半の特徴をしめしている。

烏帽子形城跡の構造にあらためて、検討を加えた中井均氏の見解によれば、この主郭は、

「東西幅 5～ 15mと 非常に狭 く、兵の駐屯場所としての郭としてはふさわしくない。」とし、

多聞櫓・櫓を配した大土塁として構築された可能性を示唆した。また、城郭に瓦葺建物が

導入されるのが、安土城以降であることを述べ、主郭で見つかった15世紀後半から16世紀

前半の瓦については、より古い時代に葺かれた近隣の寺院からの転用品と推測した (中井

2001)。

主郭の東側及び南側には、腰郭が位置する。腰郭は東西約35m南北約70mの規模を有し

ており、主郭との高低差は約35mあ る。昭和63年度の調査では、この場所に2本の トレン

チが設定され、複数の整地層が検出されており、瓦、備前の橋鉢、壼、土師皿、砥石が出

土している。遺物はいずれも16世紀後半のものである。中井氏は、この腰郭と主郭を合わ

せた範囲を主郭として把握している。

主郭と腰郭の周囲には、横堀が巡っている。横堀は、土橋によって分断されているが、

土橋を挟んで食い違いになるように掘られている。堀底部に仕切 りなどの施設はない。堀

底部と腰郭の高低差は、約 3～ 4m程度存在する。

腰郭に接続する土橋は、幅 7～ 8m、 長さ15mである。腰郭に通 じる場所は、虎口とな

つており、ここを通る道が城の大手となっている。

横堀の外周には、土塁が巡つている。土塁は、幅10～ 15mであり、横堀底部から土塁上

面までの比高差は、0.5～ 0。 8m程度である。

土塁のさらに外狽1に は、尾根続きとなる西 。東 。南部を中心として、部分的にさらに横

堀が巡つている。このような外側の横堀は、織豊期に改築された際に増設されたものと推

定されている (中井2001)。

2重の横堀のさらに外側には城域の西端と東端に、尾根を切断するために、堀切が尾根
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第28図 調査区位置図 (1/1000)
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筋に直行するように掘られている。

村田氏は、以上のような烏帽子形城跡の基本形が「コ」の字状であることを述べ (村田

1987)、 中井氏も、郭が方形を呈する古い様相を示す構造が基本となり、改修が後に加え

られたものとしている (中井2001)。

3 既往の調査・研究

今回、調査の対象となった烏帽子形城跡は、公園整備事業や個人住宅の建築に伴い、今

回までに数次にわたる発掘調査が行われている。

昭和60年度の調査では、城跡と考えられていた鳥帽子形山の山頂部の測量調査と、城郭

の北裾にあたる駐車場建設予定地が発掘調査された。発掘調査では中世土器や輸入銭が出

土したものの遺構は検出されなかった。しかし、山頂部の測量調査では城の縄張りを復元

するのに貴重な資料が得られた。

昭和63年度の調査では城郭の中心部と考えられる山頂部にトレンチ調査が行われ、主郭

と考えられる場所から、礎石建物が検出された。また、遺物は陶磁器、土師質の上釜瓦な

どが出土した。

昭和62年には、『中世城郭事典』が村田修三氏によって刊行され、烏帽子形城跡の縄張

図が公表された。

平成元年度には鳥帽子形山の東裾部で発掘調査が行われた。この際には、山城に関連す

る遺構は検出されず、かわって古墳時代～中世にかけての遺構が検出され、喜多町遺跡と

命名された。この調査で、東側における城の広がりと周辺部における築城以前の様相が明

らかになった。

平成2年度に行われた発掘調査では、主郭の南東にある斜面から中世の礎石建物、石垣、

埋甕が検出された。

平成8年度には城の東裾部で発掘調査が行われ、平成元年度に検出された古墳時代の遺

構と関連する遺構 。遺物を検出した他、瓦器や近世の遺物が出上している。

平成10年度には、城の西側の丘陵部が発掘調査された。調査の結果、近世に造成が行わ

れた跡が検出されたが、城に関連する施設や、中世の遺構・遺物は検出されず、城の範囲

が西方向にはのびないことが分かつた。

平成10年 ,11年度には、河内長野市内城館調査が行われた。調査は、河内長野市教育委

員会が1可内長野市城郭調査会に委託して行つた。この際には、烏帽子形城跡の構造が改め

て検討された。

4 調査 に至る経緯 と目的

本次調査は、市指定史跡である鳥帽子形城跡について今後の保存・活用のための基礎的
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な資料を得るために行った。前節で述べたように、烏帽子形城跡は、主郭及び腰郭につい

ては、すでに調査が行われており、一定の成果をあげている。しかし、堀切、横堀や土塁

については、未だ調査が行われておらず不明な点が多く残されていた。

今回の調査は、主郭と腰郭をめぐる横堀及び、城域を西から続く丘陵部から切断してい

る堀切の本来の形状の把握と、横堀に堆積した流入上の状況の把握を目的として、第 1調

査区と第 2調査区の2箇所の調査区を設けた。第 1調査区は、堀切部にT字状に設定した。

第 2調査区は、腰郭にいたる土橋の北側に位置する腰郭の東側に巡る横堀に設定した。

調査は平成18年 1月 16日 に開始し、平成18年 2月 24日 に終了した。調査では、まず調

査区周辺の枯れ木・落ち葉の除去と除草を行い、現況での写真の撮影と測量を行った後、

人力により地山面まで掘り下げ、地山面で遺構検出を試みる一方で、調査区壁で土層の観

察を行い、記録の作成を行った。遺構については、検出できなかったが、土層の観察や出

土した遺物から、従来知られていなかった新たな情報を得ることができた。また。遺物は、

層単位で取り上げを行っている。

5 堀割の調査 (第 29。 31図、図版 5・ 6)

鳥帽子形城跡には、城域と城域外へ西方向に続く尾根を切断するために、南北方向に堀

切が設けられている。現状では、この堀切に、土橋状の高まりがみとめられ、現在これが

遊歩道となっている。

今回の調査では、この上橋状の構造物が本来的に山城に伴なっていたのか、あるいは遊

歩道の設置にともなって盛土されたものであるのかを明らかにすることを目的として第 1

調査区を設定した。第 1調査区では、遊歩道を挟んで北側と南側の両方に堀切に沿って、

2箇所のトレンチを設置し、有歩道北側では、堀切に直交するように、東西方向に拡張を

行った。第 1調査区南側トレンチは、幅 lm、 長さ4mで設定した。第 1調査区北側 トレ

ンチは、幅 lm、 長さ5mであり、東西方向へ幅0.5m長さ■mで拡張した。

第 1調査区付近の調査前の地形を述べると、現状での堀切底部と、烏帽子形城跡側の堀

切肩部との比高差が3m、 城外側の堀切肩部との比高差が4.5mと なる。堀切の勾配は、

烏帽子形城跡側が約55° 、城外側が約37° となる。

調査の結果、現状での堀切底面から、約0.1～ 0。 2mで地山面を検出し、堀切本来の断面

形状を明らかにできたが、土橋状の高まりの構築時期は明らかにできなかった。

6 横堀の調査 (第 33図、図版7)

現状での地表面で観察すると、腰郭と主郭を囲み、横堀が巡つており、この横堀の外側

には土塁が巡つている。

今回の調査では、横堀の規模・形状及び、横堀に堆積 した流入上の状況の把握を目的と

して第 2調査区を設定した。第 2調査区は、腰郭にいたる土橋の北側に位置し、腰郭の東
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灰黄褐色 粗砂混じり細砂～シルト (腐食土) 流土
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淡責色  細砂混じリシルト 流土
浅責橙色 シルト
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第29図 第 1調査区北側 トレンチ東西土層断面図(1/50)
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第30図 第 1調査区 北側 トレンチ南北土層断面図 (1/50)

①嬌食土
②10YR 7/6
③10YR 7/3
④2.5Y 7/2
⑤2.5Y 8/3
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⑦2.5Y 6/3
9.5Y 6/6

明黄褐色
にぶい黄褐色
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粗砂混じり細砂～微砂
粗秒混じり細砂～微砂
細砂混じリシルト 流土
細砂混じリシルト (盛土)
細砂混じリシルト
細砂混じリシルト
細砂混じリシルト

第31図 第 1調査区 南側 トレンチ南北土層断面図 (1/50)

側に巡る横堀内に設定した。横堀に対して、直行する方向に、幅 lm、 長さ8.6mの規模

で設定し、横堀の底面まで掘り下げた。

第 2調査区を設定した箇所の調査前の状況を述べると、腰郭から現状での横堀底部まで

の比高差が約6m、 土塁から横堀底部までの比高差が約 lmであった。

調査の結果、現状での溝底から、約1.9mの深さで地山面を検出した。地山面は、土塁

から4mの地点で勾配の変化がみられ、底部の平坦面から横堀の西側法面をなす急斜面に

かわっていた。地山直上には、41層が堆積していた (第 33図参照)。 41層 は、他の堆積土

に比べて土色に鮮明差を欠き、炭化物を含んでいた。また、また41層からは、瓦をはじめ

とする遺物が一定量出上している。41層の下層には17層が堆積していた。この41層からは
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多くの遺物が出上した。この41層 の上面には、土塁の盛土と考えられる32層から40層が

堆積していた。これらは、ほぼ水平に堆積しており、36層から39層 までは、茶褐色系の粗

砂～細砂と同色系の微砂～粘上が交互に積まれており、堆積土とは土質が大きく異なって

いた。34層から40層 までは、堆積層に比較的近似した土色の上が積まれていたが、締り

が非常に良く、角ばった 5 11unか ら2 cm大の微砂から粘上のブロックを含んでいた点が堆積

土と異なる。このようなことから先に述べた17層 。41層 は、土塁が築かれる以前に堆積し

たものといえる。

17・ 41層及び土塁を構成する32層から40層の上面が、土塁構築後の横掘の底面となる。

土塁構築後の横堀の断面は、V字形を呈しており、最も深い場所の標高は、166.20mと な

る。この場所の腰郭からの比高差は8.5m、 土塁上面からの比高差は1.5mと なっている。

土塁構築後の横堀底面の上には、 1層から31層・42層が堆積していた。これらの層が横堀

に進積した流入上である。流入土全体の層厚は、もっとも厚みのある箇所で1.9mであっ

た。流入土の内、1層 は土壌化が著しく進行していた。各層の傾きから、横堀が東西両方

向から土の流入があつたことが明らかとなった。

第 2調査区での調査によって、横堀断面形状と流入上の状況を把握するという、当該調

こ畳:雪ドf随潟夙政ジ
幸翼葦＼苧 亀

1

ではなかったので、調査区を拡張し

て土塁全体を断ち割ることは行なわ

なかった。

0                                    20cm

第32図 出土遺物実測図

7 遺物  (第 32図、図版11)

1は、瓦質土器の奏である。鋤柄編年のⅡ-3類であり、15世紀中様のものである。こ

の他、瓦が出土している。

8 まとめ

烏帽子形城跡の築城については、F平家物語』に登場する「長野城」を鳥帽子形城跡に

比定する説や、南北朝期に楠木正成が赤坂城の支城として築造したとする説があるがいず

れも確実な資料ではない。

『経覚私要抄』文正元年 (1466)九月四日条に「押子形城跡」として登場するのが烏

帽子形城跡の文献上での初出とされている。ここでは、畠山義就が金胎寺に着陣し、敵対

関係にあった畠山政長方の城であつた押子形城跡を攻め落としたことが記載されている。

その後戦国期になると、畠山氏・甲斐庄氏 。碓井氏・橘氏などが拠つていたことが知られ

ている。

その後、織豊期には、『宇野主水 日記』人月四日条には「ゑほしがたと云古城普請」 と
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170.2m

①． ＯＹＲ

②． ＯＹＲ

鉾

鉾

⑤． ＯＹＲ

⑥・ＯＹＲ

∽

③‐ＯＹＲ

③‐ＯＹＲ

⑩‐ＯＹＲ

①． ＯＹＲ

蜘

鉾

蝦

蝉

④・ＯＹＲ

蜘

⑬・ＯＹＲ

螂

蝉

蝉

6/4 にぶい黄橙色
5/4 にぶい責褐色
7/4 浅黄色
8/4 淡責色
8/2灰 白色
8/3 浅黄橙色
8/2 灰白色
8/3 浅黄橙色
7/6 明責褐色
8/3 浅黄橙色
8/3 浅黄橙色
8/4 淡黄色
8/4 淡責色
8/4 淡責色
8/4 淡黄色
7/6 明黄褐色
8/3 浅黄橙色
8/3 浅責橙色
8/3 浅責橙色
8/3 浅黄橙色
8/3 浅黄橙色

礫混じリシルト～微砂 (土壌化進む)
礫混じリシルト～微砂 (上壌化進む)
礫混じリシルト～微砂
礫混じリシルト～微砂
礫混じリシルト (10YR 7/6シ ルトのブロックを多く含む)
礫混じり細砂
礫混じり微砂
礫混じり粗砂～細砂
礫混じり細砂～シルト (10YR 8/2シ ルトのブロックを含む)
礫混じリシルト～微砂 (7.5YR 7/8微砂のブロックを少量含む)
礫混じリシルト～微砂 (■5YR 7/8微秒のブロックを多く含む)
シル

シル

シル

シル

シル

鯉

礫混じり細砂～シルト
礫混じり細砂～シルト
礫混じリシルト
礫～粗砂混じり細砂

②10YR 7/3
④10YR 8/2
②10YR 8/2
⑮7.5YR 7/6
⑮10YR 7/2
②10YR 8/2
④10YR 8/1
⑩10YR 3/2
⑩2.5Y 8/2
①2.5Y 6/1
⑫7.5YR 7/6
⑬10YR 7/6
⑭7.5YR 7/6
⑮2.5Y 8/2
⑮10YR 6/6
⑫10YR 6/6
⑭10YR 6/6
⑩2.5Y 7/6
⑩2.5Y 8/2
④2.5Y 6/1
②2.5Y 7/4
④10VR 8/1

にぶい黄褐色

仄白色

灰白色

橙色
にぶい黄栓色

灰白色

灰白色

灰白色

灰白色

黄灰色

橙色

明黄褐色

橙色
灰白色

明責褐色

明責褐色

明黄褐色

橙色

灰白色

黄灰色

浅黄色

灰白色

礫混じリシルト
礫混じリシルト (10YR 7/4シ ルトのブロックを含む)
礫混じリシルト
礫混じり細砂～シルト

礫混じリシルト～微砂
礫混じリシルト (10YR 8/4微 砂のブロックく角ばった>を含む)
礫混じり粗砂～細砂 (10YR 8/4微 砂のブロック<角ばった>を含む)
礫混じり細砂～ンルト

礫混じリシルト～微砂 (10YR 3/2粘上のプロックを少量含む、<角ばつた>を含む)
粘土～微砂
微砂～粘土 (10YR 8/2シルト～微砂のブロックを含む)
礫イ昆じり粗砂 (し まりが悪Vヽ )
微砂～粘土 (10YR 8/2シルト～微砂のプロック<角ばった>を含む)
礫混じリシルト～微砂 (10YR 8/2灰白色粘上のブロックを少量合む)
粘土～微砂 (炭化物を弱干含む)
礫混じり粗砂～細砂 (炭化物を弱千含む)
微砂～粘土 (炭化物を弱干含む)
礫混じり粗砂～細砂
礫混じリシルト～微砂 (10YR 8/4微 砂のブロック<角ばった>を含む)
2.5Y 7/3 浅黄色 礫混じり粗砂～細砂 (し まりやや悪い。瓦を多量に合む)
シルト～微砂 (炭化物を若千含む)
礫混じり微砂～粘土

(7.5YR 7/8微砂のブロックを多く含む)

(7.5YR 7/8微砂のブロックを多く含む)

～微砂 (10YR 8/3微砂のブロックを含む)

(7.5YR 7/8微砂のブロックを少量含む)
(7.5YR 7/8微砂のブロックを多く含む)

(10YR 7/4シ ルトのブロックを含む)

第33図 第 2調査区東西土層断面図(1/50)
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あり、豊臣秀吉の根来攻めの際に烏帽子形城跡が改修されたものと思われる。

このように烏帽子形城跡の山城としての利用は長期間に及び、また改修も行なわれてい

たことが分かる。また、従来の発掘調査でも複数の遺構面が検出されており、このような

ことを裏付けていた。

このような中で、最も問題となっていたのが、主郭で検出された瓦葺の建物の築造時期

である。従来、この建物が検出された遺構面から16世紀後半の遺物が検出されていたこと

や、城郭に瓦葺建物が導入されるのが安土城以降であるということなどから、豊臣秀吉の

根来攻めの際に、土塁の構築や外堀とともに構築されたものと考えられていた(中井2001)。

しかし、今回の調査では、瓦を大量に含んだ遺物包含層の上に、土塁が構築されている状

況が確認できた。

また、堀切、横堀を横断する形で設定した調査区によって、堆積土を除去し、本来の堀

切、横堀の断面形状についても明らかにすることができた。今後は、このような今回の調

査で得ることができた情報をもとに、分析・検討を進めて行きたい。      (太 田)

。
1可内長野市教育委員会2001F河内長野市城館分布調査報告書』

。中井均2001「烏帽子形城跡の構造について」『1可内長野市城館分布調査報告書』

・村田修三1987『図説中世城郭事典』第3巻
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第 6節 三日市北遺跡 (MIN00-5)

1 位置 と環境
三日市北遺跡は、市内のほぼ中央にあり、石川の支流である天見川東岸の河岸段丘上に

立地する。当該遺跡の東側には金岡↓山の西斜面である丘陵部が広がっており、西側を流れ

る天見川西岸も岩湧山から派生する丘陵もしくは台地となっている。また、南側には、和

泉山脈が広がつており、遺跡は天見川流域の低位 。中位段丘が続く北側を除いて丘陵に囲

まれている。

当該遺跡周辺は、弥生時代から古墳時代にかけての遺跡が密集しており、これらの遺跡

がこの時期の地域社会の核としての役割を担っていたようである。遺跡の北東には、弥生

時代後期の高地性集落である大師山遺跡、古墳時代前期の前方後円墳である大師山古墳が

位置しており、南には、旧石器時代～中世にかけての複合遺跡である三日市遺跡が位置し

ている。三日市遺跡では、古墳時代後期の集落が検出されており、古墳時代中期末葉から

後期後半にかけての古墳群も検出されている。周囲の集落遺跡の消長をみると、弥生時代

中期 (三 日市遺跡)→弥生時代後期 (大師山遺跡)→庄内期～古墳時代中期 (三 日市北遺

跡)→古墳時代後期 (三日市遺跡)と居住域の変遷がみられる。

新`光パイプ

高野橋≠

耳

イ

 ぃ ∩

第34図 調査区位置図 (1/2500)
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2 遺跡の概要

当該遺跡付近に埋蔵文化財包蔵地が広がっている可能性が高いことは、昭和46年度に河内

長野市教育委員会が関西大学考古学研究室の協力を得て行つた分布調査で明らかとなった。

昭和60～ 62年 と平成 4年には、三日市町駅東側の区画整理に伴い、隣接する三日市遺跡

で発掘調査が行われ、旧石器～古代の遺構と中世の遺構面が検出され、遺跡の内容が明ら

かになった。平成12年には、三日市町駅西側の再開発に伴い行った試掘調査で、駅の西側

に弥生時代の遺構面が広がつていることが確認された。この結果を受けて、新規に発見さ

れた遺跡は三日市北遺跡と命名された。また、その後に行われた本調査の結果、弥生時代

の竪穴住居跡31棟、溝、土坑などが検出された。今回、発掘調査を行った場所は、弥生時

代集落遺跡の南端に位置すると考えられる。

3 調査の方法

事前に行つた確認調査により、住宅建設予定地内の遺構の広がりと層所の確認を行った。

この結果、建設予定地内のほぼ全域に遺構面と遺物包含層が広がつていることが確認でき

た。本調査では、調査区を建設予定地内で道路が建設される範囲に第 1調査区と第 2調査

区の 2箇所を設定した。無遺物層であることが確認できている地表面から0。 35～ 0.4mま

でを機械によって掘削を行つた。その後、人力による掘削を行い、地山面で遺構を検出し

た。遺構検出後は、写真撮影の後、遺構埋上の除去を行い、遺構平面図・断面図及び写真

撮影を行った。

4 基本層序

基本層序は5層 に分けることができる。 1層 は層厚が0.2mであり、10Y R 6/1褐灰色

シルト混じり細砂である。現代の耕作上である。2層は層厚が0。 15mであり、7.5YR8/

8黄橙色粘上であり、耕作上に伴う床土である。 3層 は層厚が0,lmであり、土質は2層

と同じであるがマンガンを多く含んでいる。 4層は、層厚が0.lmであり、土質は10Y R

4/2褐灰色粘上であり、弥生時代の遺物包含層である。包含層に含まれる遺物の密度は

高くない。 5層は、10Y R 8/3浅黄褐色粘上であり地山層である。

5 遺構
。第 1調査区 (第 35図、図版8)

第 1調査区では、弥生時代の溝 (SDl～ 3)、 土坑 (SKl)、 落ち込み (NVl)、

近世の石組暗渠 (SD4～ 5)を検出している。

(1)溝

[SDl]
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SDと は、幅0.3～ 0。 35m、 深さ0.13m、 長さ2.Omに わたり検出した。検出面の標高

は118。 90mであった。底部は比較的平坦であった。埋土は 1層 よりなり、土質は、10Y R

3/1黒褐色粘土であった。遺物は弥生土器の小片が出土しているが、細片であったため、

図化できなかった。弥生土器が出土していることや、埋土の特徴から弥生時代のものと考

えられる。

[SD2]

SD2は 、幅0.25～0.35m、 深さ0,05m、 長さ1,7mにわたり検出した。検出面の標高
は118.90mで あった。浅い溝であり、底部は比較的平坦であった。埋土は 1層 よりなり、

土質は10Y R 3/1黒褐色粘上であった。遺物は出土していないが、埋上の特徴から、弥

生時代のものと考えられる。

[SD3]

SD3は 、幅0.3～ 0。 6m、 深さ0。 15m、 長さ4.5mにわたり検出した。検出面の標高は

118,90mで あった。溝の断面はV字形を呈していた。埋土は 1層 よりなり、土質は10Y R

3/1黒褐色粘上であった。遺物は弥生土器が出土しているが細片のため図化できなかっ

た。弥生土器が出上していることや、埋上の特徴から弥生時代のものと考えられる。

[SD4]

SD4は 、幅1.15m、 深さは0.05m、 長さ2.2mにわたり検出した。検出面の標高は

118.8mであった。底部は比較的平坦であり、0。 1～ 0.2m大の石が敷かれていた。埋土は

1層 よりなり、土質は10Y R 7/1灰白色礫混じり細砂であった。遺物は出上 していない。

周辺の調査地では、同様の近世の石組暗渠が検出されていることから、当該遺構も近世の

ものと考えられる。

[SD5]

SD5は 、幅0.4～ 0.5m以上、深さ0.3m、 長さ1.6mにわたり検出した。検出面の標

高は118.95mであった。底部は比較的平坦であり、0.1～ 0.2m大の石が敷かれていた。埋

土は 1層 よりなり、土質は10Y R 7/1灰 白色礫混じり細砂であった。遺物は出土してい

ない。周辺の調査地では、同様の近世の石組暗渠が検出されていることから、当該遺構も

近世のものと考えられる。

(2)土坑

[SKl]

SKlは 、長軸0.5m、 短軸0,3mの楕円形の上坑である。検出面の標高は118.8mであ
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SD l「ぺSD 2  疫

120,Om

①10YR 5/1
②10YR 8/4
③10YR 5/1
④10YR 4/1
⑤10YR 3/1
⑥10YR 3/1
⑦10YR 3/4
③10YR 8/4
⑨10YR 4/2
⑩10YR 5/4
①10YR 5/3
⑫10YR 5/2
⑧10YR 3/1
④10YR 6/2
⑮10YR 4/1
④10YR 4/2
@10YR 5/1

褐灰色
浅黄橙色

褐灰色

褐灰色

黒褐色

黒褐色
浅黄橙色
浅黄橙色

灰責褐色
にぶい黄褐色
にぶい黄褐色

灰黄褐色

黒褐色

灰責褐色

褐灰色

灰黄褐色
褐仄色

細砂混じリシルト (盛上)
粘土 細砂混じり (耕土)
シルト混じり粘土  (10YR 8/4粘 上のブロックを含む)
細砂
粘土

粘土

粘土

粘土

粘土

粘土

粘土

粘土

粘土

粘土

細砂
粘土

粘土

第35図 第 1調査区平面図・土層断面図 (1/80)
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◎⑥ ⑤SK5

119,3m

①10YR 6/1 褐灰色   シルト混じり細砂 (耕土)
②7.5YR 8/8 黄橙色   シルト
③7.5YR 6/3 にぶい褐色 シルト
④7.5YR 6/3 にぶい褐色 シルト (マ ンガンを多く含む)
⑤10YR 6/6 明責褐色  シルト
⑥10YR 4/2 灰責褐色  シルト (包含層)
⑦10YR 6/2 灰黄褐色  シルト混じり微砂  (包含層)
③10YR 6/2 灰黄褐色  細砂混じリシルト
⑨10YR 8/3 浅黄橙色  シルト (地山)
⑩10YR 5/2 灰黄褐色  シルト
①2.5Y 4/1 黄灰色   シルト (包含層)

⑫10YR 4/2
⑬5Y  4/1
⑭10YR 4/3
⑮10YR 5/1
⑩10YR 5/1
⑦10YR 5/3
⑩10YR 6/6
⑩10YR 3/2
⑩10YR 4/2
②10YR 4/2
⑫10YR 5/6

灰黄褐色   細砂混じリシルト (包含層)
灰色    シルト (包含層)
にぶい黄褐色 粘土
褐灰色    シルト
褐灰色    細砂混じリシルト
にぶい黄褐色 細砂混じリシルト

明黄褐色   粗砂混じリシルト
黒褐色    シルト
灰黄褐色   シルト
灰黄褐色   シルト (細砂混じり粘土)
責褐色    シル

第36図 第 2調査区平面図・土層断面図(1/80)
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nalm 119.lm
bi

119.lm

SD2

①10YR 3/1 黒褐 粘土

118.5m
e                 e

―

Ψ

SD8

①5Y 4/2 灰オリーブ色粗砂混じリシルト
礫をやや含む

SD3

①10YR 3/1 黒褐 粘土

SD9

①10YR 3/1 黒褐 粘土

119,Om

hi

119.Om
gl

①5Y 4/2 灰オリーブ色 粗砂混じリシルト

①5Y
CるY
③5Y

″
た
た

オリーブ黒色
浅黄色
浅黄色

SD10

シルト混じり粘土
粘土
粘土 (5Y 3/2オ リーブ黒色粘上のブロツクを含む)

第37図 第 1・ 2調査区選構断面図 (1/20)

SDl

①10YR 3/1 黒褐 粘土

dす ぎ

SD7

①5Y 4/2 灰オリープ色粗砂混じリシルト
礫をやや含む
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つた。深さは0。 2mであった。埋土は1層 よりなり、土質は10Y R 3/1黒褐色粘上であっ

た。遺物は出土していないものの、埋上の特徴から弥生時代のものと考えられる。

(3)落ち込み

[NVl]

第 1調査区の北端で検出した。検出面の標高は118.5mであった。検出面と落ち込み底

部の比高差は0.3mであった。

・第 2調査区 (第 36図、図版 8)

第 2調査区では弥生時代の溝 (SD6～ 9)、 土坑 (SK2～ 5)、 落ち込み (NV2)

検出している。

(1)溝

[SD6]

SD6は 、幅2.8～ 3.5m、 深さ0,8～ 0。 3m、 長さ5mに わたり検出した。南北方向にの

びる溝であり、東側肩部と西側肩部の比高差が0.3mあ り、検出面の標高は118。 4～ 118,7

mであった。底部は比較的平坦であった。三日市北遺跡で検出された溝としては大型であ

るといえる。

遺物は弥生土器が出上している。埋上の特徴からも、弥生時代のものと考えられる。

[SD7]

SD7は 、幅0。 1～ 0.2m、 深さ0,lm、 長さ lmにわたり検出した。検出面の標高は

118.41mで あった。断面はU字形を呈している。埋土は 1層 よりなり、土質は、 5Y4/

2灰オリーブ色粗砂混じリシル ト (礫 をやや含む)であった。遺物は出土していないが、

埋上の特徴から弥生時代のものと考えられる。

[SD8]

SD8は 、幅0,1～ 0,2m、 深さ0,08m、 長さ1.25mに わたり検出した。検出面の標高は

118.45mで あった。断面はU字形を呈している。埋土は 1層 よりなり、土質は、 5Y4/

2灰オリーブ色粗砂混じリシル ト (礫 をやや含む)であった。遺物は出土していないが、

埋上の特徴から弥生時代のものと考えられる。

[SD9]

SD9は 、幅0.lm、 深さ0.05m、 長さ0.8mにわたり検出した。検出面の標高は118.4
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5mであつた。底部は比較的平坦であった。断面はU字形を呈している。埋土は 1層 より

なり、土質は、10Y R 3/1黒褐色粘土であった。遺物は出上していないが、埋上の特徴

から弥生時代のものと考えられる。

[S D10]

S D10は 、幅0.6～ 10m、 深さ0。 25m、 長さ4mにわたり検出した。検出面の標高は

118,4mであった。底部は比較的平坦であった。埋土は3層 より、土質は上層から5Y3

/2オ リーブ黒色シルト混じり粘上、 5Y7/4浅黄色粘上、 5Y7/4浅黄色粘土 (5Y

3/2オ リーブ黒色粘土ブロックを含む)であった。SD6に接続している。遺物は出土

していないが、埋土の特徴から弥生時代のものと考えられる。

(2)土坑

[SK2]

SK2は 、長軸0.5m、 短軸0.3mの精円形の土坑である。検出面の標高は■8.45mで

r  蕩物策――
―
式5

痒~l~亀 3

戸=司垂尋く7

吼
Ｈ
型

o                                       20crn

第38図 出土遺物実測図
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盆7①『

m

第39図

0              5m

第40図 出土遺物実測図

あった。深さは0。 2mであった。埋土は 1層 よりなり、土質は5Y4/2灰 オリーブ色粗砂

混じリシルトであった。遺物は出土していないが、埋上の特徴から弥生時代のものと考え

られる。

[SK3]

SK3は 、長軸0,7m、 短軸0.3mの楕円形の上坑である。検出面の標高は118,45mで あ

った。深さは0,lmであった。埋土は 1層 よりなり、土質は5Y4/2灰 オリーブ色粗砂混

じリシルトであった。遺物は出土していないが、埋上の特徴から弥生時代のものと考えら

れる。

[SK4]

SK4は 、長軸0.3m、 短軸0.2mの楕円形の土坑である。検出面の標高は118.45mであ

った。深さは0。 15mで あった。埋土は 1層 よりなり、土質は5Y4/2灰 オリーブ色粗砂

混じリシルトであった。遺物は出土していないが、坦上の特徴から弥生時代のものと考え

られる。

出土遺物
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(3)落ち込み

[NV2]

調査区の南端で検出した。検出面の標高は118.Omであった。検出面と落ち込み底部の

比高差は0.3mであった。

6 遺物 (第 38・ 39・ 40図、図版14)

遺物はいずれも遺物包含層から出土している。 1は、広口壷である。口縁端部は上下方

向に若干拡張しており、外面には凹線文を施文する。 2は広口壺である。口縁部は外方向

に屈曲する。 3は無頸壺である。 4は無顎壷である。口縁端部は肥高しており、体部には

簾状文を施文する。5は細顎壷である。口縁部には、列点文施文後に円形浮文を施文する。

6は受口状口縁壷である。口縁部外面には斜線文を施文する。 7、 8は、甕である。口縁

端部を丸く収めている。 9は大型の甕である。口縁部を下方向に拡張しており、刺突文を

施文する。10は、細頸壺である。11は、台付鉢の脚部と考えられる。12は、高杯と考えら

れる。13は高杯である。

14は、龍泉窯系の蓮弁文の青磁碗である。15、 16、 17は瓦器坑である。18は不明土製

品である。20は陶磁器である。21は抱烙である。22、 23はサヌカイト製の削器である。

7 まとめ

今回の調査では、竪穴住居や掘立柱建物は検出されなかった。北側に位置する第 1調査

区の北側では、過去の調査で住居群が検出されており、土坑や溝などの遺構の密度も高い。

一方で今回の調査では、検出できた遺構の密度や、包含層に含まれている土器の密度とも

に低く、集落の南端部である可能性が高い。南側に位置する第 2調査区の南側200mには

石見川が東西に流れており、この河川までは傾斜面が続いている。このようなことから、

三日市北遺跡で検出された弥生時代集落遺跡の南端の状況が明らかになった。当該集落の

範囲は東西300m、 南北200mと 推定できる。 (太田)
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